
第１６回 東京南翔会 開催 

 
平成 22年 5月 22日（土）、アルカディア市ヶ谷にて第 16回東京南翔会が 100余名の参
加をえて開催された。 
榎会長（１期）からは、任期４年間の歩みと、創立以来、会のためご尽力いただいた役員

の方々の労をねぎらうと共に個別の功績を挙げられ、深く感謝の意を表しておりました。 
 
会長自身も２期４年で後進に道を譲ると退任の挨拶で締められて雰囲気よく始まりました。 
 その後、総会の議事が以下の通り進行した。 
榎会長をはじめ、退任の皆様には大変ご苦労さまでした。改めて感謝申し上げます。 
  １ 活動報告       （栗原副会長   ３期） 
  ２ 会計報告       （清治会計    11期） 
  ３ 監査報告       （大塚監査    ３期）     
  ４ 会則改正       （三浦副会長   ５期） 
  ５ 役員改正       （榎会長     １期） 
  ６ 事業計画及び予算案  （新会長、新役員） 

 
 約４０分間で総会の議事が承認されると、新体制のもと懇親会が開催された。 
保坂新会長が、少しばかり時間をいただき自分の考えていることをお話したいと、おはな

しはじめた内容は、在校生を思いやる教育的見地にたった興味深い提起でした。 
 ホンダで F１レーシングチームと共に海外生活した体験から来るものでしょうが壮大な
目標です。 
記憶しているものを思い出してみると次の４点です。 
 
   １つめ 南高から国連のトップを輩出 
   ２つめ 英語課を活かすために海外の姉妹校との提携 
   ３つめ 在校生活性化のため講演会などの教育的企画実現 
   ４つめ 上記を実現するための資金確保として東京南翔会で独自事業を推進 
 
在校生におかれては、近い将来、講演などのお話を聞く機会もあるかと思いますので、

楽しみにしていただければと思います。 
 
その後、来賓挨拶ということで学校長の熊谷暁様から、進学状況や部活動のお話があり、

12 期卒業生でもある秋田市長の穂積志様からは市政及び南高卒業生の活躍している市役所
内外の裏話を含め講和をしていただきました。 
 
 南翔会の会長でもある川合俊明様からご祝辞をいただき、乾杯へと進み旧交を楽しみを

皆さん、満喫できたのではないかと思います。 



｢東京南翔会 アドバイザー就任｣について 

第６期卒業 鈴木 仁司 
                   

東京南翔会も４期、保坂会長を中心とする新体制になった。 
体制が変わるということは、大変さもあるが新しい一歩を踏み出すという点ではいいこと

である。 
  
新体制では、同窓会ではあまり聞かないが事業をやりたいということである。 
これは、どうも民間で言うところの収益をあげるための事業が目的ではなく南高生を世界

に羽ばたけるようにする後方支援、育成のためのようである。 
その支援、サポートに必要な資金手当を確保することを、事業でと呼んでいるらしい。 
まだ具体的にお話を伺っていないので、今回は多少想像しつつ書いています。 
 
小生、24時間の人生時計ではもうすぐ 18時、今は明るいが冬ならそろそろ日が落ちてい
る時刻だ。 
還暦も近くなり年齢は重ねたが、経験といえるほどの洗練さは持合わせていない。 
今回の指名は、多分、弊社が運営する「県民.com」の企画が「ふるさと応援」ということ
で、保坂会長の目指す「在校生支援」と親和性があるのだろうと勝手に推測しているとこ

ろです。 
 
弊社の企画を若干お話しますと、ふるさとと出身県を応援しようとする県人会などは国

内に約 2000、海外には約 600、南翔会のような同窓会は約 40,000あるといわれています。 
  

これら組織の活動をどうにかして活発化したい。 
応援団に見立てて、ふるさとや卒業高など、鮭の川のぼりのように生まれ育ったところに

何かひとつでもいいから、お返しができないか。 
情報を発信させることで、若いふるさと会員を増やしふるさと会をもっと元気にすること

はできないか。 
まだまだ、コンテンツは充実途上ですが、そう考えての企画です。 

 
先輩諸兄、優秀な後輩があまたいる中で何ができるかですが、少しでもご期待に添える

ようにこの任を精一杯勤めさせていただきたいと思っております。 
 

同窓生、皆々様のご指導ご鞭撻と共にご協力、ご支援、をお願いを致しましてアドバイ

ザー就任の挨拶とさせていただきます。 
 
 



「懐かしき友は今、母校の副校長」 

                              7期卒業 三浦辰巳 
 

39 年前に卒業して以来、母校関連の活動にはあまり積極的にかかわってこなかったのだ
が、以前都内の会合で偶然出会った１期の榎先輩（前東京南翔会会長）にお声を掛けてい

ただいたのがご縁で、東京南翔会の各期の方々ともお知り合いになることが出来た。 
高校時代はあまり品行の良い生徒ではなかったのだが、同窓と言う言葉にはとても懐かし

く優しい響きを感じる。 
 
その様なご縁で、去る 5月 22日に開催された東京南翔会の総会に初めて参加した。 

当日、会場に到着するや否や榎前会長から呼び止められ、「君の同期（7 期）が学校関係の
来賓としてお見えだ・・・」とのこと。 
そんななか、かしこまって紹介されたお相手は伊藤副校長であった。 
「ん？オメ先生やってだなが」「オメ東京さエダなが」と、一言二言を交わす間に卒業以来

39年間の時の隙間は瞬時に埋まった。 
 
彼、伊藤副校長は高校時代バレーボール部に所属し、中央地区総体準優勝の輝かしい戦

績を有する長身で男前のスポーツマンであった。今はその雄姿に貫禄を備え母校を導くに

足る頼りがいのある教育者となっていた。 
ところで、同窓生が集うとお決まりのように出てくる話題の一つに「野球部の甲子園出場

は・・・・」と言うくだりがある。 
 
東大合格者を輩出するなど学力面でも一流の域に達した母校、卓越したスポーツマンで

あった伊藤副校長を迎え、今度はぜひ甲子園出場も果たしていただきたい。 
先日、電話にて伊藤副校長に状況を訊ねたら「先の試合でベスト 8 となりシード権を確保
している、後は本戦を勝ち抜くのみ」と、力強い一言。 
ちなみに、当時の野球部の部長をなさっていた竹内一朔先生が、今でも試合のたびに母校

の野球帽を被り元気なお姿で応援に駆けつけてくださるとの事である。 
 
諸先生方やご父兄そして沢山の同窓生の温かい支援が溢れる中、在校生諸君が文武に秀

で、更なる大きな夢を抱き活躍の場を広げられることを、心より祈念しております。 
 

 
 
 
 
 

 



第 16回秋田南高校同窓会 東京南翔会 総会・懇親会 

  12期卒業 佐藤勉記録 
 
今回は初参加の村山美由紀（旧姓京谷）さんと、山蔭久美子（旧姓高田）さんの 2 名の
マドンナを中心に、穂積市長と同じ組であった高橋伸宏さん、朝倉洋信さん、石垣司さん

と佐藤勉計 7名の 12期卒業生が集まりました。 
穂積志市長も早々に 12期のテーブルを訪れ、談笑されたり皆さんと写真を撮ったりとと
てもリラックスして過ごされました。 

 
2年の時に同級だった村山さんと、そして 3年の同級の山蔭さんと昔話に花を咲かせてお
られました。  
12 期を代表して村山さんがスピーチをされました。村山さんは穂積市長との懐かしい話を
されておりました。 
  
以下に山蔭久美子さん（旧姓高田さん）と高橋伸宏さんからコメントを頂きましたので 
ご紹介致します。 
 
『昨年の市政報告会に引き続き、幹事の佐藤勉さんのお誘いがあり、東京南翔会総会懇

親会に参加させていただきました。12 期からは、Ａ組朝倉洋信さん、佐藤勉さん、石垣司
さん、Ｂ組村上（旧姓京谷）美由紀さん、Ｈ組高橋伸宏さん、そして昨年秋田市長になら

れた穂積君が来賓！で参加。 
高橋さんとは、小中高と同窓だったことがわかりおたがい全く覚えていないことも判明。

昨年もお会いした佐藤さんとは、一年生の時同じクラスだった疑惑も浮上し、自分の記憶

力のなさに愕然とした次第です。 
 
また、還暦前後の先輩方のパワフルさに圧倒されつつ、こんな素晴らしい先輩がいるこ

とを誇りに思いました。 
そして、日本酒消費量日本一をほこる酒の国秋田を象徴するような飲みっぷりの皆様より

一足お先に失礼いたしました。 
              12期Ｉ組山蔭（旧姓高田）久美子』 

 
『5 月 22日 18 歳にタイムスリップ。青春時代が甦りました。この星に生を受けた奇跡

と巡りあった仲間と共に過ごしたあの頃、ん～懐かしい。健康に感謝し、仲間に感謝。そ

して、今年こそ白球舞う甲子園へ！  
高橋伸宏（12期）』  

 
                        ＝ 以上 12期からの報告でした ＝ 
 



式    次    第 
                          司会 高 橋  肇    

                              横井川 くみ子 

【総会の部】 

一 会長挨拶（榎会長 １期） 

一 議事 

第１号議案  活動報告      （栗原副会長   ３期） 

第２号議案  会計報告      （清治会計   １１期） 

第３号議案  監査報告      （大塚監査    ３期） 

第４号議案  会則改正      （三浦副会長   5期） 

第５号議案  役員改選      （榎会長     1期） 

第６号議案  事業計画及び予算案 （新会長、新役員   ） 

 

【懇親会の部】 

― 会長挨拶（保坂会長 4期） 

一 ご来賓紹介   学校長     熊谷  暁 様 

          秋田市長    穂積  志 様 

          同窓会長    川合 俊昭 様 

          同窓会常任理事 保坂 タツ子様 

          副校長     伊藤 知至 様 

          

一 ご来賓あいさつ 学校長     熊谷  暁 様 

          同窓会長    川合 俊昭 様 

一 特別講話    秋田市長    穂積  志 様 

一 乾杯         

（懇談） 

一 校歌斉唱ほか   元 合唱部 

― 中締め             山内 加代子様 

一 閉会 

 



第５号議案（新役員等のご提案） 

 
 １ 東京南翔会役員   会長    保坂 武文   ４期 
 
             副会長   大森 素弘   ６期 
                   阿部 豊    13期 
                                     高橋 肇    17期 
                                     横井川 くみ子  ４期 
                   塚崎 玲子   ６期 
 
             会計    伊藤 幹子   ９期 
 
             書記    山内 加代子  ５期 
 
             監査    三浦 和幸   ５期 
 
             顧問    榎 利美    １期 
                   大山 寛康   １期 
                   立花 克憲   ３期 
           
          アドバイザー   鈴木 義信   ４期 
                   鈴木 仁司   ６期 
  
２ けやき会            榎 利美    １期 
                  保坂 武文   ４期 
 
３ 秋高連             榎 利美    １期 
                  保坂 武文   ４期 
 
４ 東京南翔会退任役員  
            会長    榎 利美    １期 
            副会長   栗原 かおる  ３期 
                  鈴木 義信   ４期 
                  三浦 和幸   ５期 
            会計    清治 悟     11期 
            監査    大塚 幸一   ３期 
 
 



１期のみなさん 

 

              ２期のみなさん 

 

 



               ３期のみなさん 

 

              ４期のみなさん 

 

 



              ５期のみなさん 

 

              ６・７期のみなさん 

 

 



              ８期のみなさん 

 

９・１０期のみなさん 

 

 



              １１期のみなさん 

 

              １２期のみなさん 

  

 



            １３・１７・２２期のみなさん 

 

 
 
           
 

＊：本報告の編集者 ： 6期 鈴木仁司 
 
 
 


